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A CASE OF IDIOPATHIC CALCINOSIS OF THE SCROTUM
 Chiharu Irisawa, Tatsuru Hashimoto, Hisamitsu Matsuoka, 
Yasukuni Yoshimura, Osamu Yamaguchi and Yasuo Shiraiwa 
       From the Department of Urology, Fukushima Medical College
        Hiroshi Kameoka and Yoshinobu Kuma
     From the Department of  Urologv, Souma Public General Hospital
   We report a case of idiopathic calcinosis of the scrotum. The patient was a 33-year-old male 
with a complaint of multiple scrotal nodules, from which white chalky materials occasionally broke 
out. The nodules were first noticed 17 years ago, and since then gradually increased in size and 
number. Sometimes he had felt itching on the scrotum, but otherwise he had been in good health. 
   Blood analysis and biochemical analysis revealed normal findings. In addition, there were no 
abnormal findings in serum electrolyte analysis including calcium and phosphate concentrations. 
Analysis of the intranodular content by infrared spectrophotometry showed that it consisted of 
calcium phosphate (52%) and magnesium ammonium phosphate (48%). 
   We reviewed the literature and discuss the etiology of this disease.
(Acta Urol. Jpn. 37: 1731-1733, 1991)
















来 院 時 現 症:陰 嚢 前面 に 米 粒 大 か ら小 指 頭 大 の表 面
平 滑 な球 状 の黄 白色 を 呈 した 硬 結 を 多 数認 めた(Fig.
1).陰嚢 部 以 外 に視 診,触 診 上 異 常 を認 め なか った.
血 液 ・生 化 学 検 査 所 見 ・RBC440×104/mm3,
WBC5,700/mm3,PIt15.6x104/mm3.Na142mEq/
1,K4.6mEq/1,C1102mEq/1,Ca4.6mEq/1,P
2.9mg/dl,C-PTHO.4ng/mlと異 常 を 認 め な か っ
た.
X線 検 査 所 見:陰 嚢 部 に 多発 性 の 石 灰 化陰 影 を 認 め
た(Fig.2).
腫 瘤 の 内容 を 確 認 す るた め生 検 を 行 った.
生検 時 所 見:腫 瘤 の表 面 を切 開 す る と白 色 の石 灰 様
の硬 結 が現 れ,容 易 に摘 出 され た.ま た,軟 らか い腫
瘤 を 切 開す る と 白 い チ 。一 ク様 の物 質 が 押 し出 さ れ
た.こ れ らを 病 理 組 織 検査,細 菌 培 養,成 分分 析 に提
出 した.
病 理 組 織 学 的 所 見:真 皮 内 に 軽 度 の細 胞 浸 潤 を 伴
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さて,本 症 は1970年にShapiroら1>が過 去 に おけ
る陰嚢 の石 灰 化 の 報 告例 を整 理 し,1つ の疾 患 単位 と
して提 唱 した こ とに 始 ま る.彼 らは 本症 の発 生 に つ い
て 原因 は 解 らな い が,病 的 石 灰 化 の 原 因 をmetastast-
istypeとdystrophictypeの2つに大 き く分 け た
場 合,先 行 病 変 不 明 のdystrophictypeであ る と述
べ て い る.ま た,彼 らが 集 計 した22例中1例 に 石 灰化
の 周 囲 に上 皮 細 胞 の 裏 打 ち を認 めた も の の,本 症 に陰
嚢 に 発 生す るcystと は 無 関 係で あ る と して い る.な
お,12例 に石 灰 化 の 周 囲 に異 物 反 応 を認 めた.
しか し,石 灰 化 の 周 囲 に 上 皮細 胞 の存 在 を 認 め ると
の報 告 も多 く2-5).SwinehartJMら3),SongDH
ら4),AkosaABら5)は,本 症 の原 因 をepidermaI
cystのdystrophiccalcificationであ る と して い る.
松 下 ら6》もepidermoidcystより発 生 した 多 発 性 陰
嚢皮 膚 石 灰 沈 着 症 を 報 告 して い る.さ ら に,Dare
AJら7)のご と く石 灰化 して い るcystは組 織 学 的,免
疫学 的 にeccrineductmiliaであ る と報 告 して い る
もの も あ る.
本 邦 にお い て は,Shapiroら の意 見 を 参考 に し石
灰沈 着 症 を 分 類 したLeverWFら8)の 分類 に基 づ い
た 報告 が多 いた め,石 灰 化 の 周囲 に 上 皮 細 胞 を認 めた
もの は本 症 と され な か った り,異 物 巨細 胞 や 炎症 細 胞
の 浸 潤 が有 る と2次 性 の 石 灰 化 と見 な され て い る よ う
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